
 第３０回 藤枝市総合教育会議 

 

日 時 令和７年 10 月 14 日（火）午後１時 30 分～ 

場 所 藤枝市役所西館３階 特別会議室 

 

 

次    第  

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 市長あいさつ 

 

 

 

３ 教育長あいさつ 

 

 

 

４ 協議事項 

 

・誰一人取り残さない学びの環境づくりに向けて ～藤の子教室の機能強化～ 

（資料１） 

  ・第２期藤枝市教育振興基本計画（後期計画）の策定について（資料２） 

 

 

５ 報告事項 

   

 

 

６ 閉 会 

 



 

  

 

 
１ 趣旨 
  不登校は全国的に増加傾向が続き、令和５年度の小中学生の不登校数は 34 万６千人で、

11 年連続で過去最多となった。国は「誰一人取り残されない学びの保証に向けた不登校対

策（ＣＯＣＯＬＯプラン）」に基づき、子ども家庭庁等と連携しながら不登校対策に取り組

んでいる。 

本市においても、令和６年度小学生の不登校数が減少に転じたものの依然高止まりの状

態にあり、増加の一途をたどる中学生とともに、不登校対策は喫緊の課題である。そこで、

適応指導教室として不登校児童生徒の支援を行ってきた「藤の子教室」（勤労青少年ホーム

内に設置）の機能を強化し、更なる情報共有とアセスメントに努めるとともに保護者支援を

進めるなどの役割を担う、本市における不登校対策の拠点として整備する。 

 

２ 本市の不登校の状況 

  令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

小

学

校 

藤枝市 0.88％ 1.24％ 1.65％ 2.23％ 2.08％ 

静岡県 1.11％ 1.46％ 1.84％ 2.70％ 未発表 

全国 1.00％ 1.30％ 1.70％ 2.10％ 未発表 

中

学

校 

藤枝市 4.00％ 5.02％ 5.43％ 5.79％ 6.50％ 

静岡県 4.70％ 5.86％ 6.30％ 7.64％ 未発表 

全国 4.09％ 5.00％ 5.98％ 6.70％ 未発表 

・全国と県同様、本市も不登校児童生徒の割合は増加してきたが、増加率は抑制傾向にある。 

 
３ ＣＯＣＯＬＯプランが示す学びの環境 

⑴ 学びの多様化学校（不登校特例校）の設置を促進 

⑵ 校内教育支援センター（本市＝登校支援教室）の設置を促進 

⑶ 教育支援センター（本市≒藤の子教室）の機能を強化 

 

４ 本市の不登校対策 

子ども 

の状態 

学校に入れるが、教室には行きづら

い 

学校に行けないが、学びたい・

社会とつながりたい 

引きこもり

傾向 

支援 

機関 

登校支援教室 

（校内教育支援センター） 

藤の子教室 

（適応指導教室） 

遊笑舎 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ(SC)、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ

(SSW)、家庭訪問相談員 

心理士（週１勤務） 

診療内科（月１訪問） 

 

民間施設（フリースクール等）  

≪現状の課題≫ 

・各機関による支援を包括的に把握し、情報共有・連携を統括する機関がない。 

・スクールソーシャルワーカーは担当学区内の学校を回る、家庭訪問相談員は要請に応じて

派遣されるという体制で共に拠点がない。 

・不登校児童生徒及び保護者にとっては、必要な情報を得たり相談したりする場所がわかり

にくい。 

誰一人取り残さない学びの環境づくりに向けて ～藤の子教室の機能強化～ 

資料１ 
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５ 藤の子教室の機能強化（「藤枝市教育支援センター」として） 
本市の不登校対策における既存のリソースを「藤の子教室」に集約し、「教育支援センタ

ー」として機能の充実を図る。 

 ・スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）、家庭訪問相談員の拠点を藤の子教室に置き、藤

の子教室指導員、ＳＳＷ、家庭訪問相談員による、アウトリーチ支援体制を強化する。 

 ・教育支援センター主催による、不登校児童生徒及び保護者を対象とした相談会・学習会を

開催する。 

 ・各学校（登校支援教室）、市福祉機関（こども・若者支援課、こども発達支援課等）、民間

施設（フリースクール等）、医療機関等との連携を強化する。 

 

体制のイメージ 

 
６ 今後の期待される効果 

確かな情報共有とアセスメントが行われることにより、より多くの不登校児童生徒とそ

の保護者に支援の手が届き、誰一人取り残されない支援体制の強化につながる。 
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第２期藤枝市教育振興基本計画（後期計画）の策定について 

（教育部） 

１  計画概要 

（１）策定の目的 

すべての子どもたちが、自らの可能性を最大限に引き出し、未来を切り拓く力を

育むことができるよう、本市の教育のあるべき姿を明確にするとともに、国が進め

る NEXT GIGA や生成 AI の進展、地域課題の複雑化など、教育を取り巻く新たな状

況に柔軟かつ積極的に対応することを目的とする。 

 

（２）後期計画（行動計画）の期間 

令和８年度から令和 12 年度まで（５年間） 

    

 

 

 

 

 

 

 

２  策定方針 

（１）基本理念・目標の継承 

本市の教育施策を一貫した理念・方針の下で推進するため、教育大綱として

定めた「基本理念」及び「目標」を継承する。 

基本理念：豊かな学びで笑顔をつなぐ 

目標１：～共生（協働）～ 

互いを認め、思いやり、多様な主体が連携・協働する学びの充実 

目標２：～自立（自律）～ 

個が輝き、未来を切り拓く力を育む学びの充実 

    目標３：～学びの環境づくり～ 

いつでもどこでもだれでも学び、活躍できる環境づくり 

 

（２）重点項目の設定と政策・施策の見直し 

前期計画で判明した課題や、国・県の教育施策の最新の動向をふまえ、さら

に急激に変化する社会状況に伴う新たな教育課題等に適切かつ迅速に対応するた

め、重点的に取り組むべき項目を設定し、「政策」及び「施策」を見直す。 

 

３  スケジュール 

令和７年１１月 計画案の承認（行政経営会議）、報告（市議会、教育委員会） 

１２月 パブリックコメントの実施（～１月） 

令和８年 ２月 パブリックコメント結果報告（行政経営会議・市議会・教育委員会） 

３月 計画公表・周知 

今回見直し部分 

資料２－１ 
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資料編 

 

施策１ 豊かな人間性を育てる道徳教育の推進 

施策２ 互いを尊重しあえる心の育成 

施策３ 情感豊かな心の育成 

施策４ ふるさとを愛する心の育成 
 

施策１ 地域とともにある学校の推進 

施策２ 全ての子どもを地域で育む環境づくり 

施策３ 家庭における教育力の向上 

施策４ 多様な主体による学習機会の充実 

 

施策１ インクルーシブ教育の推進 

施策２ 特別支援教育の推進 

施策３ 途切れのない発達支援体制の充実 

施策４ 不登校対策の推進 

施策５ 全ての子どもへの教育機会の確保 

施策６ 幼保こ小の連携 【新】 

 

施策１ 確かな学力の定着 

施策２ 小中一貫教育の推進 

施策３ 誰ひとり取り残さない教育の推進 【新】 

施策４ 情報化社会を生きるための教育の充実 

    （情報リテラシー） 

施策５ デジタル技術の活用強化 【新】 

施策６ グローバル社会を生きるための英語教育の推進 

施策７ 命を守る教育の推進 

施策８ 幼児教育の推進 

 

施策１ 可能性を探究する学びの推進 

施策２ 興味を生み出す学びの充実 

施策３ 能力を伸ばす学びの充実 
 

施策１ 発達の段階に応じた健康教育の推進 

施策２ 安全安心でおいしい学校給食の充実 

施策３ 生涯を通じた健康維持の推進 

 

施策１ 学校教育等の環境の整備 

施策２ 安全で安心な学びの環境づくり 

施策３ 教職員の資質向上と働きやすい環境づくり 

【新】 
 

 

 

 

 

施策１ 市民の学習意欲に応える学びの環境づくり 

施策２ 地域の歴史・文化の継承と活用 

施策３ 地域で活躍する多様な人材の育成と活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

政策・施策体系図 

基
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理
念
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豊
か
な
学
び

で 

笑
顔
を

つ
な
ぐ 

目
標
１ 

互
い
や
働
き
方
を
認
め
、
思
い
や
り
、 

多
様
な
主
体
が
連
携

・
協
働
す
る
学
び
の
充
実 

 

目
標
２ 

個
が
輝
き
、
未
来
を
切
り
拓
く 

力
を
育
む
学
び
の
充
実 

 

目
標
３ 

い
つ
で
も
ど
こ
で
も  

だ
れ
で
も
学
び
、
活
躍 

で
き
る
環
境
づ
く
り 

政策２ 

地域資源でつなぐ 

学びの深化 

 

政策１ 

豊かな心の育成 

 

 

 

 

政策１ 

たくましく生きる

力の育成 

政策２ 

可能性を引き出す

学びの充実 

政策３ 

健やかな心と体の

育成 

 

政策３ 

きめ細やかな学び

の保障の実現 

資料２−３ 

政策１ 

子どもたちの学びを

支える環境づくり 

政策２ 

生涯にわたる多彩

な学びの推進 
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